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東北 タイ ･ドンデーン村 :村のたたずまい

海 田 能 宏,*口 羽 益 生**

DonDaen皇Villa色einNortheastThailand:

ABriefLookattheVilla色e

YoshihiroKAIDA*andMasuoKU･cHIBA**

Tofamiliarizereaderswithsomeofthebasic

featuresofthevillageofDonDaeng,whereour

interdisciplinaryteam camiedoutvillage･settled

studies,andtosupplementthefollowingpapers

dealingwithspecificaspectsofthevillage,this

briefaccountprovidesbackgroundinformationon

suchtopicsaslocationandgeography,climate,

本特集に収録される論文はそれぞれに, ド

ンデ-ン村の全体像からみると比較的限られ

た部分をかなり専門的に分析 し,論述 したも

のである｡本稿では,これらの論文を補完す

ることを目的として,この村の概要を,地理,

自然環境,村史,農耕,土地所有, 日常の衣

食住などから,家族 ･親族関係,社会組織,

行政組織,宗教,諸行事,教育,村と外世界

との情報交換にわたって,素描 しようとする

ものである｡データを提示するのは必要最小

限にし,また本特集のなかで詳述される部分

は割愛して,記述することにする｡1'

*京都大学東南アジア研究センター;TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniverslty

**京都大学東南アジア研究センター(客員部門),
龍谷大学文学部;VisitingScholar,TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity.

FacultyofLetters,RyukokuUniversity,Shi･

chijoOhmiya,Shimogyo-ku,Kyoto600,Japan

1)データは,筆者らの記憶にもとづくもののほか,
多くは1983年と1985年に出版した英文中間報告
書,本調査に参加したメンバーの間の情報交換
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PPCeSSeSOfvillagesettlementandfarmlanddevel･
opment,changesinvocationsandjobopportunities,
riceculture,landholding,landscapeofsettlement

houses,eatinghabitsandnutrition,familyand

kinship,landinheritance,socialandadministrative

structures,religionandreligiouslife,education,and
communicationwiththeoutsideworld.

交 通 的 立 地

コンケン市は東北タイ中西部の中心都市と

して,最近急速に発展しつつある. ドンデー

ン村はこのコンケン市の都市圏内にある,あ

りふれた,標準的な大きさの村である｡ コン

ケン市からは,国道 2号線 (フレンドシップ

･ハイウェー)を南下し,チ-川をこえてタ

ープラの町を出はずれたところで,東方のマ

ハ-サラカム方面へ向かう国道 208号線に入

り,6kmばかりで小さな低い丘を上りきった

をはかる目的で不定期に出されたrドンデーン･
ニューズレターJ(1-21号),およびメンバーが
折おりに種々のメディアに発表した論文･報文
などによるものである｡それらの詳しい情報に
ついては,本特集号の ｢編者のことば｣を参風
されたい｡本文の性格と,またドンデーン村で
得たデータのすべてはメンバーの共通の財産に
しようという合意にもとづいて,本文中ではこ
れらのデータなどの出典をいちいち明記しない
ことをお断わりしておく｡
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ところのサワング村で左手,北向きに,よく

整備された士道をとる｡そこから2kmばか

り北上すれば,大きなドン-ン村を経て,ケ

ェ-沼のほとりに展開する,木立に覆われた

ドンデーン村に達する｡ コンケン市からの行

程は 20km,車で30-40分である｡

地 理 的 環 境

｢ドン｣とは,小さい独立の丘の意であり,

｢デーン｣は赤紫色の茎をもつケナフの一種

である｡村の名はこの植物の名からとったと

も,あるいは最初の開拓集団の元村の名をと

ったともいわれている｡

この小さい低い丘は,村の北はずれでチ-

川の氾濫原に続く｡ チー川まではわずかに3

km ほどである｡村の南は低い丘陵地-と続

き,その丘陵は南方-向かって高度を次第に

高めてゆく｡ ドンデーン村は丘陵と氾荘原の

ちょうど境目に位置している｡

チ-川は東北タイを形づくるコラート高原

南半部の2大河川のひとつで,この川沿いの

河谷平野には,チャイヤプムからウボンラー

チャタニまで 400km にわたる大水田地帯が

ひらけているOコンケン地方はコラート高原

を中央平野から画する西縁山地に近く,気候

的には寡雨地帯の,いわゆるレインシャドウ

ゾーン (モンスーンの山陰)に入るため,雨

量は東北タイのなかでも少ないほうで,その

降りかたも不安定である｡チ-川はたびたび

氾濫を繰り返してきたが,チー川沿いでも,

ドンデーンの位置するあたりは,川が狭い谷

間から, コンケン市とタープラの間で低い丘

陵地を突き破って一挙に平野に突出するとこ

ろにあり,洪水の勢いはとりわけ激しい｡こ

のため,しばしばかんばつと洪水に悩まされ

る東北タイのなかでも,ドンデ-ン村の水田

地域はかなり条件の悪い位置にある｡

ドンデーン村の主な農地になっている氾濫

原はノングと呼ばれる凹状の地形単位からな

っており,そのようなノングが20近くも連な

っている｡最低位部にはかならず自然の沼(こ

れもノングという)があり,境界は古い地形面

の侵食し残されたリッジ状の地形か,あるい

は比較的新しいサン川 (チ-川の旧河道とお

もわれる)の自然堤防である｡低みの,水もも

のいい水田になっている部分は,洪水の勢い

を反映して,｢氾濫原｣でありながらも,沖積的
というよりも侵食的な地形である｡したがっ

て,サン川の自然堤防を除くと,かなり古い,

風化の進んだ土壌が多く,肥沃度は一般に低

い｡このような,ノングの連続体としての氾

濫原をもつ特徴的な地形は,少なくともコン

ケンおよびマハ-サラカム県のチ-川筋での

ひとつの典型的な水田地帯の地形である｡

季 節

一般的に季節は雨季,乾季,暑李の三つに

分けられる｡ 雨季の雨が本格的にはじまるの

は5-6月であり,それとともに稲作作業が進

展してゆく｡ ふつう9月に雨量がもっとも多

く,10月のなかばで雨季があける｡ 雨量は

1,000-1,400mm 程度であるが,先にも述べ

たように,雨の降りかたが非常に不安定であ

って,年々の変動が著しく大きい｡たとえば,

第1回目の調査年1981年には雨季前半は順調

に雨が降ったが,8-9月の雨は2カ月で200

mm にも達せず,稲は生育後半でかなりの

かんばつ被害を受けた｡2回目調査の1983年

は雨季のはじまりは少々遅れたが,本格的な

雨季に入ってからは,適量の雨がちょうどい

い間隔であり,稲の生育は順調で,近来にな

い例外的な大豊作となった｡

11月以降北寄りの風向にかわると,さわや

かな稔りの季節を迎える｡12-1-2月とな

お気温は下がり,最低気温は摂氏10度程度に

なる｡ 開放的な高床の,しかもトタンぶきの
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家屋の構造とあいまって,この季節の夜はた

いへんに寒い｡あけがた寒さに目を覚ました

老人たちが,まだ薄暗いなかで毛布にくるま

ってたきびを囲むのは,この季節の風物であ

る｡この時期は野菜作の準備などに忙しい｡

この寒い季節の直後に,ほんとうに暑い暑

李がやってくる｡ トタン屋根の下は摂氏43度

ぐらいにもなり,もっぱら階下の土間で暮ら

すことにもなる｡家々からは夜中じゅうアッ

プナ-ム (水浴び,休浴)の音がたえない｡

雨の待ちどおしい,寝苦しい季節である｡こ

れが3- 4- 5月と続く｡

土 地 開 拓 史

村人はラーオ語を話す人々である｡ ドンデ

ーン村は120年ばかり前に,東のローイエット

やマ--サラカム方面から土地を求めて移住

(--ナ-ディー) してきた人々を父祖とし

てはじまった典型的な開拓村である｡森に覆

われていた氾濫原や,村の南方の低い丘陵を

きざむ浅い谷間に水田をひらき (チャップチ

ョング),集落の近辺や水田地帯の真んなかを

流れる小川,サン川の岸にクワを植え,小川や

ノングで魚をとり,自給自足的な村落経済を

発展させてきた｡水田には今でも相当多くの

大小の立木が残されており,開拓空間らしい

たたずまいを今に留めている｡ 以前はいかに

森と林が圧倒的に優勢な景観であったかは,

多 くのノングがたとえばノングケェ-,ノン

グドゥ-ン, ノングベンとか,そこに繁茂し

ていた木や草の名前をとった名称で呼ばれて

いることに象徴されている｡ 開田の当初はノ

ングの低位部のみがひ らかれていったが,

1940年代の終わりごろには最高位部に近いと

ころまで開田が進み,現在の水田分布とほと

んどかわらぬほどになっていた｡これは,人

口増加に加えて,人頭税から土地税-とかわ

った税制がこの村にも適用されるようになっ
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てき,それに伴って所有地を登記する必要が

生じたときに, ｢土地所有権確認としての開

田ブ-ム｣が起こったことも関係しているO

水田になりえない丘陵地には,太平洋戦争

がはじまるころ (1941年前後)からワタ作が

導入され,やがて戦後はケナフの栽培がさか

んになり,ケナフはやがて1960年代終わりご

ろからキャサバにおきかえられていった｡

先の小川の岸辺にはクワにかわって,いろ

いろな種類の野菜,果実が集約的に作 られる

ようになって,それらはコンケンやクープラ

の市場で売られる｡ このなかではトウガラシ

が圧倒的に重要である｡

水田農耕に必須の水牛に加えて,肉牛と馬

の飼育がさかんになり,農業経営も,稲作一辺

倒から,このように畑作,野菜作,家畜飼養な

どと多角化されてきた｡ ドンデーン村は,感

じとしては今も水田村ではあるが,経済的に

は,とくに現金収入の面からは,稲作はすで

に野菜作や家畜飼養より下位になっている｡

野菜作などが急発展した背景には,コンケ

ン市の発展,国道と村々を結ぶ枝道路網の整

備,それにラジオ,テレビによる情報量の増

加,農外就業機会の増加など,村人にとって外

界が一挙に近くなったなど,いわゆるインフ

ラス トラクチャーと情報の整備をあげること

ができる｡これは近年のことであり,枝道路

網の軽債は1970年代に入ってから,とくにそ

の後半,電気が入ってきたのは1976年である｡

生 業

1983年現在で,村の人口は907人,世帯数は

183世帯である｡世帯主の生業 ･職業構成は,

農業従事者が,引退した農業者を含めて,134

人と全体の73%を占めるのは当然のこととし

て,俸給生活者33人(18%),商人 5人(3%),

職人4人(2%)と非農業部門-の就業もかな

り目立つようになってきている｡18年前,水
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野氏が調査したころは,ドンデーンの村人の

なかで,俸給生活者は小学校の小便ただひと

りであったことからみると,隔世の感がある｡

俸給生活者は,クープラの東北地域農業セン

ターの雇い (13人)をはじめとして,クープ

ラのコカコーラ会社の工員 ･事務員 (7人)

やコンケン市-通う建設作業員,運転手など

が主で,商人は村内の精米所経営者ら,職人

は大工,自転車修理屋らである｡世帯主以外

にも,若い世代の男性の非農業部門への就業

志向と,主婦たちの野菜販売などを含めると,

上に述べた傾向は一層著しいものとなる｡

ドンデーン村の経済が,現物獲得経済と現

金獲得経済の2部門構造をなしているとすれ

ば,前者は稲作と若干の食物採集であり,残

りすべては畑作,野菜作を含めて,後者であ

る｡GDP に占める農業セクターの比率はす

でに40%以下になり,稲作のそれは10%そこ

そこと計算されている｡

稲 作

稲作は現物獲得部門のほとんど唯一の,も

っとも重要な生業である｡ 村人たちの1年の

生活のリズムは稲作とともにあるといっても

過言ではない｡

ことごとく天水田である｡ したがって,水

環境に品種,作期,栽培方法を適応させるこ

とがもっとも重要な農耕の技術である｡一般

に,晩生種 (カオ ･ヤイ)は水つきのいい低

位の,中生種 (カオ ･クラング)は中位の,

そして早生種 (カオ ･ド-)は水条件の不利

な高位の水田に植えられる｡ 6月ごろに百代

を準備し,7月以降,両が十分に降るのを待

って,耕起,代掻き,田植えがほとんど同時

に行われる｡耕起と代掻きは水牛により,田

植えはもちろん人力による｡ 東北タイは一般

に砂質の土壌であり,代掻きをしても土壌粒

子がすぐに沈降し,苗を挿すのが困難になり

やすいので,上の三つの作業がほとんど同時

に進められるのである｡ 雨の降りかたがきわ

めてきまぐれであることに加えて,このよう

な作業上の制約もあるので,田植え作業時の

労働のピークと遊休性とがともにたい-ん高

くなる｡

三つの品種群 とも感光性品種である｡ 早

坐,中生,晩生品種はそれぞれ10月はじめ,

10月中旬,11月初旬に順に出穂して稔りの季

節を迎える｡

丘陵地をきざんだ浅い谷の一部には塩害地

がある｡降雨が多い年は塩害が顕在化しない

が,かんばつにあうと大きな被害が出る｡ か

っては,こういう場所で乾季に表土から塩を

採取し,自給していたものである｡

ドンデーンの稲作の最大の特徴は,その不

安定性にある｡過去6年間の稲作は,とりわ

け変動が激しかったようにも見受けられるの

であるが,1983年の大豊作の生産高を10とす

ると,1978年は未曾有の大洪水のためにほと

んど0,続く1979年は大かんばつで1,1980

年は再び大洪水でほとんど0,調査年の1981

年は生育後期にかんばつに見舞われて5,

1982年は田植え期のかんばつに9月の浸水が

加わって2であった｡1983年 1年の生産量

は,この年を含む過去6年間の総生産量の実

に50%以上を占めたのである｡ こんなこと

で, ドンデーンの稲作はもっぱ ら自給米生

産を目的とし,集約化技術を一切導入 しない

で,細ぽそと行われている｡ 1年豊作があれ

ば3年間は食いつないでゆけるといわれてい

るが,村全体として,近年は自給するにもほ

ど遠いようである｡

農 地 所 有

1世帯あたりの平均的な農地所有は水田15

ライ,畑5ライ,菜園1ライ程度である｡典

型的な所有の形態は, ノングの低みに 2-3
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枚の大区画水田と,ノングの斜面をあがるに

したがって小さくなる小区画の水田30枚ほど

をもつ ｡ 斜面のさらに上は陸稲やキャサバの

畑か,小川に続 くところでは,川の内側斜面

に1ライ区画程度の菜園がある｡多 くの世帯

は集落の東南方にひろがる丘陵地域に小さな

キャサバの畑地をもっている｡ もちろん土地

所有の大小はあり,統計的には1世帯あたり

0ライから60ライに及ぶが,土地所有や相続

は家族周期と関連させて慎重に分析されなく

ては,その階層分化に関する実相は掴めない｡

実感からいうと,農地所有の多寡にもとづく

階層分化はあまり進んでいないようである｡

村の北にひろがる氾濫原の水田地帯では,

ドンデーン村とドンノィ,ドンハン両村の農

地が一見錯綜 しているようにみえ るo しか

し, ドンノイ村とドンハン村の一部はドンデ

ーン村から派生したという歴史的事実を考慮

し,また近隣諸村の農地所有状況を調べた結

果からいうと,村々が塊村をなしてはっきり

したまとまりをもっているように,村々の所

有農地も,境界が明示されているわけではな

いが,ひとつのまとまりをもつことがわかっ

た ｡

ドンデーン村民の所有す る農地 は東西 3

km 南北 4km の範囲に展開しており,通耕

時間も5分から50分の範囲である｡水牛,早

車の通る,トゲのある潅木の生垣で囲われた,

粗末な牛車道 (多 くの場合,ノングの境界で

もある)以外に農道は整備されておらず,人々

はその牛車道とある決 まったアゼ道を通 っ

て,水牛を追い,あるいは天秤棒を担ぎ,徒

歩で野良に通う｡ 農繁期のあけがたと夕暮れ

には,それらの道に人と水牛の列がとだえる

ことなく続 く｡ごく最近は,この年車道を,

収穫されたモミを満載した小型ピックアップ

･トラックが砂塵をまきあげて,村と野長の

間を通うようになってきた｡今後の大きな課

題は農道の整備になるであろう｡
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集 落 景 観

183戸の世帯からなる ドンデーンの集落は

ケェ-沼のほとりにかたまっている｡ ドンは

小丘といえ,その最高位部とケェー沼との比

高は 2m はどしかない｡ふつう1戸あたり

の屋敷地は 400m2程度で,ひろくはない｡

東西,南北それぞれ3本の幅 5m の集落道

ではっきりと区画されて,八つのクルム (隣

組に相当する)に分けられている｡それらク

ルムのなかは,世帯ごとの所有区画はちゃん

と測量され,境界石も設けられてはいるが,

みた削 こは境界などもはっきりとせず,曲が

りくねった小径が勝手によその庭を突っきる

など,かつての自然な｢家々のあつまり｣(ム

ーバーン)のおもかげを残している｡ 小さな

精米所が4カ所,小さななんでも屋が6軒あ

る｡

全体として,集落は大小の樹木で覆われて

おり,涼しげな木陰のなかにある｡ 東北端と

西南端にはワット (守)と学校が,それぞれ

村域の20%弱はどの大きな敷地を占め,いず

れも村人の寄りあう場所を提供している｡ 酉

にひろがるケェ-沼は, ドンデーン村に広闘

な景観と,みずみずしさと,そして豊富な井

戸水を与えて くれ る｡ そして,ケェ-沼で

は,夕方になると,人々と水牛が並んで水浴

する｡

村の北隣はすぐにドンノイの集落につなが

る｡ ドンノイはドンデーンの姉妹集落で,南

隣の ドンハン村とともに,75年ばかり前 ドン

デーン村から派生した集落である｡ このふた

つの村もケェ-沼のほとりの小丘の上にかた

まっている｡

住 居

住居はほぼ例外なく高床, トタンぶきで,
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きわめて開放的である｡ 以前は屋根はチガヤ

(ヤーカー,屋根の草の意)でふいたもので

ある｡ 世帯あたりの住居床面積 は約 100m2

で,ひとりあたり20m2弱というところであ

る｡典型的な住居は2m ほどの高さの階上に

約半分から3/5程度を占める,厚い板張りの,

開放的なベランダ式の居間とその一隅にある

台所,およびふたつあるいは三つの小さな寝

室からなる｡ 壁は大半が板張りであるが,3

割ほどはアンベラ (割り竹を編んだ丈夫なマ

ット)張りである｡階下は牛や水牛舎,養蚕

の場,ござ編みなどの仕事をする重要な空間

である｡ここは土間で,もちろん壁はない｡

外から階段あるいは梯子で上のベランダ-直

接あがるようになっている｡ 住居も敷地も決

して大きくはないが,屋敷地には緑濃い木立

が茂り,それらの多 くは有用樹でもあり,わ

りに居心地のいい,ゆったりした空間である

との印象を受ける｡母屋のわきにはかなり大

きな米倉を建てている｡ 農作業のほとんどは

野良で行われるので,屋敷地のなかに脱穀と

かモミ乾燥のための大きな裸地空間は不要で

ある｡

最近は建築ブームである｡ 今建てられてい

るハイカラな家はほとんど階下をもレンガ壁

で囲いこんで,セメント･モルタルの土間と

し,応接間,居間などの機能をもたせるよう

になってきた｡外壁にはペンキを塗るなど,

カラフルな家が多 くなってきた｡そんなハイ

カラな家はいま全体の10% ぐらいである｡

便所は母屋から離れた小屋作りである｡全

部の世帯にあるわけではない｡最近は奨励さ

れており,約7割 ぐらいの世帯が便所をもつ

ようになっている｡

手押 しポ ンプを もった自家用の井戸は,

1981年にはわずかに19カ所であ った ものが

1983年には46カ所と急に普及 しつつあるよう

である｡ただし,これらの井戸は雑用水用で

あって,飲用ではない｡ここの井戸水は一般

に塩分を含んでおり,飲用には不通である｡

飲用水は雨季には雨水,乾季には隣村 ドンハ

ンやサワング村などにある数少ない飲用水井

戸から汲んでこなくてはならない｡各戸とも

飲用水を貯める大瓶をい くつ も用意 してい

る｡1981年にはそれらの大瓶の合計の容量が

1世帯あたり約600リットルであったが,1983

年には約1,150リットルに急増していた｡

食 生 活

食生活は基本的に自給自足的である｡主食

はもちろん蒸 したモチ米である｡ 朝いちばん

に大量に蒸 しておき,それを1日3食たべる｡

もっとも一般的な副食はソムタムという,未

熟パパイヤの細いせんぎりを,田ガニと,か

なり大量のニンニクとトウガラシとともにプ

ラーラーという独特の調味料であえた,いわ

ばサラダであり,これは毎食つきものである｡

プラ-ラーは塩蔵淡水小魚を発酵させたもの

であり,この上なく臭いが,すべての調味の

基本である｡ これに淡水魚のスープがつけ

ば,わりに上等な日常食である｡

好まれる魚はナマズ,フナ,ソウギョ,ラ

イギョの類で,蒸 したり,焼いたり,煮たり,

スープにしたりする｡ほとんどノングで漁し

てきたものであり,購入することはまれであ

る｡

日常のおかずは季節によって豊富な とき

と,貧 しいときがある｡菜園や樹園地の産物

は一部商品として市場に出されもするが,自

家用も多い｡それらは,菜園からササゲ,ヘ

チマ, トウガン,ダイジョ,パパイア,シャ

ロット,ニンニク,カラシナIコエンドロ,

カリフラワーなど,樹園地からはバナナ,シ

ャカ トウ,マンゴ-,パラミツ,バ ンジロウ

など,さらに家のまわりからココヤシ,メボ

ウキ,ガランガル,レモングラスなども加わ

る｡
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現在,土地は極限に近くまで利用されてい

るとはいえ,自然はまだまだ豊かである｡お

かずの材料のなかには自然の恵みを採集的に

あっめたものも多い｡たとえば,植物性食品

では,林からほヤマノイモ,タケノコ,池や

小川からはハスの花硬と水生イモズルなどが

あり,それに種々の商品にはならない果実,

たべられる木の葉や草の種類 は数え切れな

い｡動物性食品では,前述の大小の魚やカ

エルや野鼠は貴重な蛋白源で,また田のタニ

シ,田貝,田ガ-,サワガこ,田エビ,オク

マジャクシ,タガメ,ゲンゴロウ,コオロ

ギ,イナゴ,バ ッタ,コガネムシ,糞虫,ケ

ラ,カイコのさなぎ,ツムギアリのたまご等々

おいしくたべることができる｡ なかでも,コ

オロギとカイコのさなぎは美味である｡ 田

植えが一段落 した時期に田圃に人影をみれ

ば,それは上のような ｢自然食品｣を採集す

る人々である｡少年少女の活躍する場面でも

ある｡

肉をたべるのは-レの日のみである｡ 肉の

たべかたはラープという,いわば｢生ミンチ｣

がもっとも好まれる｡ 牛肉,水牛の肉を内臓

も含めて,細かくきざみ,種々の香味野菜な

どを入れてまぜあわせるだけの簡単な料理で

ある｡ 祭りにはなにがなくともラープは必須

である｡ カイヤーン,つまり鶏肉のあぶり焼

きは東北タイの代表的料理であるが,村では

めったにたべられるものでない｡･

一般に,東北タイの料理はほとんど生で食

膳に供するか,あるいは焼く,あぶる,乾す,

蒸す,ゆでる,煮るのが主で,｢いためる｣こ
とはしない｡したがって,脂肪をあまりとら

ないことになる｡ また,肉類を生食する風習

は,健康問題に重要な影響を及ぼす｡肝臓を

はじめとする内臓の寄生虫病に冒されている

人々が多い｡

230

家 族 ･親 族

村のなかには,世帯を意味するタイ･ラー

オ語のコープヒエンと,親族を意味するスム

という言葉がある｡ コープヒエンは,標準タ

イ語の世帯や家族を意味するクローブクルア

にあたるが,厳密には同一家屋に同居する近

親からなる世帯を意味する｡ スムには広狭の

二義があって,狭義には,親子,夫婦,きょ

うだいを中心とする家族を意味し,広義には

個人を中心に祖父母,親,千,孫の4, 5世

代の親族や,ふたいとこあたりまでの父方母

方双方の親族を指している｡それはさらに擬

制的に拡大しても用いられる｡このような親

族は,日常相互に互助が期待される間柄であ

り,｢共働 ･共食｣(ヘットナムカン･キンナ
ムカン)は近親互助規範を象徴的に表現する

ことばとしてよく使われる｡

結婚すると,男性はしばらくは妻方の世帯

で妻方の家族と同居するという,妻方居住の

伝統的な慣行がある｡結婚相手は,ほとんど

が本人が自分で選ぶ｡初婚年齢は男性が22-

23歳,女性20-21歳である｡結婚後,妻方に居

住して,2-3年または数年ののち,若夫婦は

独立の家屋を建て,自分の世帯をもつように

なる｡その後も,経済的に独立するまでは,

娘夫婦は親の世帯と田畑を共同耕作し,収穫

物を共同消費しながら,自らの財力を蓄えて

ゆく｡この期間,親世帯と娘世帯は,別居し

ながらもまるでひとつの世帯であるかのよう

に共同生活を営む｡水野はこの世帯間で共同

するグループをとらえて ｢屋敷地共住集団｣

と呼んだが,このような共同関係では,屋敷

地に共住することよりも,農業,とくに水田

耕作を中心とする生計の共同のほうが基本的

には重要である｡

最近では,他地域の女性が婚入する例が増

える傾向がみられるが,未だ妻方居住の慣行
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は支配的である｡ 子供のなかに娘がいないと

きには,息子が家に留まり,女性が婚入する｡

このような慣行は後述する相続慣行と関連し

ている｡

老親を扶養するのは,事情がゆるせば,息

子より娘が好まれ,理想的には末娘が最後に

家に留まって,親の世話をするのが望ましい

とされている｡たとえ老親の世話をする娘家

族が別居していても,両者はまるでひとつの

世帯であるかのように共同生活を営むのがふ

つうである｡世帯は基本的には核家族,つま

り夫婦と未婚の子女から構成される(62.5%)

が,妻方居住制であるために,既婚の娘夫婦

が同居する場合 (26.1%)も少なくない｡世

帯の構成点数は1-11人であり,平均は5.1人

である｡

親 ･子世帯の共同はかなり密度の高いもの

で,3-4世帯にまたがって行われることもあ

る｡ しかし,このような世帯間の共同は親子

の間にのみ限られたものではなく,きょうだ

いの世帯間,おじ･おばと甥 ･姪の世帯間で

もみられる｡水田耕作を中心とするこのよう

な世帯間の共同はドンデーンの近親間共同の

ひとつの特徴であり,全世帯の35-36%がこ

のような共同にかかわっている｡

妻方居住制のために妻方 ･母方の親族がと

くに強くなり,男性の地位は相対的に弱くな

るようにおもわれるが,公共的場面では男性

の権威は強く,世帯の代表者も基本的には男

性である｡宗教的な行事においても,妻方の

親族のみが中心となる考え方はなく,父方母

方双方が重視される｡ しかし,近くに住む妻

方の親族が数の上では多いため,妻方の親族

のつながりのほうがより強くなる｡

相 続

村には,｢男は籾米,女は白米｣という諺が
ある｡つまり,男性はどこに行っても芽を出

すが,女性はそうはゆかないというのである｡

一般的に,息子は他出し,独立すること,娘

は親元の近 くに留まることが期待される｡こ

のため,伝統的には,息子には水牛や金銭の

ような動産を,娘には農地のような不動産を

与える相続慣行がある｡ この慣行は,原則的

には妻方居住制と裏腹の関係にある｡息子が

妻方の財に依存できる場合には,不動産は娘

のみに分割相続され,親の老後の世話をする

娘が親の屋敷地,家屋,その他の財をも相続

して,他の娘の2倍の財を相続するものと考

えられている｡

ドンデーン村生まれの息子と娘をもつ家族

の相続事例72のうちで,娘が息子よりも多く

の農地を相続した事例は35%,娘のみが農地

を相続 した事例は43%で,両者の合計は78%

となり,｢農地は主として娘に相続される｣と
いえる｡しかし,性を問わず男女均等に財を

与えるという考えかたが基本にあり,困って

いる子には娘 ･息子を問わず,多くを与える

場合があるが,息子は婚出して,妻方の財の

分与にあずかるので,結果的に相続は娘中心

になる傾向がある｡ 息子も困窮する場合には

農地の相続を受ける｡水田の相続についてみ

ると,親の所有面積が多いほど娘 ･息子間の

分割相続の傾向がみられ,逆に親の所有面積

が少ないほど相続は娘のみか,末娘ひとりに

なされる傾向がある｡

行 政 組 織

ドンデーン村はムーバーンであり, ドンハ

ン行政区,ムアング郡,コンケン県に属する｡

村長は成人男女の村人による選挙によって選

ばれる｡区長は村長を被選挙者として全区民

成人男女による選挙によって遼出される｡ 村

長の任期は辞任を申し出ない限り60歳までで

あるが,区長の任期は5年である｡ ドンハン

区には10の村がある｡ ドンデーン村は末だ区
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長を出したことはない｡郡長と県知事は官選

である｡

行政区には,区長を議長とする区議会があ

る｡区議会は,区長 (自分の村の村長兼務)

と9人の村長,10人の村代表,区の医務委員

(通称タンポン･ドクターと呼ばれているが,

必ずしも医療の専門家ではない)ひとりと,

書記 (通常,区内の小学校長が これにあた

る)ひとりから構成される｡医務委員と書記

は区長によって任命される｡

この区議会は,区のレベルの自治活動を推

進するために,1956年にはじめられたもので

あるが,1975年以来,政府が区に対して,区

レベルの開発計画が自主的に計画され実施さ

れるようかなりの財政援助を与えるようにな

るまでは,区の自治活動は,主として財政難

からまったく停滞していた｡政府による財政

援助は,今日では,｢農村地域雇用促進計画｣
と呼ばれる計画のもとに継続され,これによ

って区議会は実質的な開発計画を作成し,実

施することが可能となっている｡1983年より

は,政府によって区に配置されている村落開

発指導員のはかに,農巣普及指導員,区の診

療所の指導員の各ひとりが,助言者として区

議会に参加しているo ドンデーン村からは,

村長,村代表と区の医務委員の3人が区議会

に参加している｡

村長はふたりの副村長を任命し,数人の相

談役をしたがえており,かなりの権力を行使

できる｡ とはいえ,かれ は村の世話役であ

る｡村長として一般の村人から尊敬もされて

いる｡村長はなにか問題が生じたり,郡から

の指令が伝えられると,問題によって開発委

員会,教育委員会,寺管理委員会などに諮問

し,場合によっては世帯主全員を招集し,村

の中央にある集会所で村総会をひらく｡1981

年の調査時に,下流の隣村 とのサン川の水

位調整問題をめぐって争いが起こっていたの

で,当時の村長はしょっちゅう招集板木をPP
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いては村民をあつめていたものである｡

1983年われわれが滞在中に,村長の交代劇

が生じた｡旧村長は行政手腕は有能であった

が,村内に作った飲用水の貯水タンクをめぐ

る小さい汚職をとがめられ,いわば村民にリ

コールされたかたちで退任を余儀な くされ

た｡新しい村長は3人の立候補者のなかから

激戦の末に選ばれたが,かれは若く,行政手

腕にもすぐれているとの評判である｡ 村長の

望ましい資質としては,篤信,公平無私など

の美徳に加え,最近では区議会などにおける

指導力と手腕をも大いに期待 され る｡ しか

し,従来から,村長はほとんど例外なく村の

有力な親族集団 (スム)のなかから出ている

ことも事実である｡

村 の 諸 組 織

村にみられる主要な社会組織は次のような

ものである｡1982年に,国の村落開発計画に

もとづいて村落開発委員会が組織された｡そ

の委員会は村長によって推薦され,村民総会

によって同意された村の有力者か ら構成 さ

れ,村長の相談にのり,村長に助言する委員

会であるO その構成員は50-60歳代のものが

多く,そのうちの5-6人は側近として,村長

のふだんの相談役となっている｡

ドンデーン村とドンノイ村の共通の小学校

のための,村の有力者から構成されている教

育委員会があるが,さほど活発な活動はして

いない｡

村の主要な伝統的組織はすべて寺院活動に

関連したものである｡ 公式の組織には,まず

寺委員会があり,これはドンデーン村とドン

ノイ村からふたりずつの代表,計4人によっ

て構成されている｡ しかし,村長や長老たち

はこぞって寺院活動をもり立てるのに熱心で

あり,この寺委員会自休は影の薄い存在にな

っている｡ このほか,寺の財務に関する寺財
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務委員会とクルムがあるo 前者は, ドンデ-

ン村から4人,ドンノイ村からふたり,計6

人の委員からなり,寺院建築や諸儀礼のため

の寄付金を管理する｡ 前述のように, ドン

デーン村は八つのクルムに分けられており,

クルムは寺の大きな行事の共同活動を推進す

るための単位になっている｡村の青年団は,

1960年に寺に短期間滞在していた僧侶によっ

て範織されたのにはじまる｡その僧侶が村を

去って以来,青年団の活動はやや不活発には

なったが,それでも未だに寺の大祭などに必

要な労力を組織し,提供するに十分な組織力

を保っている｡

そのはか,コンケンの農業銀行から農業資

金を借用するために組織された数人のグルー

プや,かんがいのための中型ポンプを県庁か

ら借り出すための臨時のかんがいグループも

いくつか組織されているが,これらは個人的

な関係によるか,あるいは農地 (水田)を近

くにもつもの同士のグループである｡

宗 教 ･集 事

村人はすべて小乗仏教徒である｡開村後ま

もなく創建された寺 (ワットバーン)があり,

僧房,仏堂,講堂,鐘楼,建設中の布薩堂お

よび火葬場,墓群,僧侶の休浴用の池からな

っている｡ 現在,僧ふたり,見習僧10人がい

る｡寺はドンデーンとドンノイ2カ村で維持

されているo村の朝は寺の僧侶と見習僧の一

団の托鉢からはじまる｡ 月4日の仏斎日には

村の中年以上,とくに中高年に遷した婦人,

の善男善女が寺にあつまり僧侶の話を聞く｡

寺を中心とする仏教その他の行事はたい-ん

に多い｡主なものだけでも,①新年儀礼 (ブ

ン･ピーマイ) 1月 1日,⑧カウチ-奉献祭

1月28日,⑧坂出家老のための得度式 (剃髪

せず白衣をまとって八戒を遵守する)チ一･

プラーム1月30日-2月 5日,④ ジャータカ

誕生祭 (プン･プラウェート)2月6-7日,

⑤バーバー奉献祭 (ブン･トートバーバー),

主に入安居から出安居までの期間を除く乾季

に行われる,⑥潅水祭 (ブン･ソンクラー

ン),陰暦の正月にあたる4月13-16日,⑦ブ

ン･クーとウィエンテイエン儀式,ブン･ク

-は仏誕節の日にノンクワオ村のクメール様

式のス トゥ-パ遺跡のある森の寺で開催,

⑧入安居 (プン･カオパンサー)7月24日,

⑨秤穀祭 (ブン･カオプラダプディン)9月

6日,⑩カオサーク奉献祭9月21日,⑪出安

居 (ブン･オークパンサー)10月21日,⑩カ

テン儀礼,その他のロケット儀礼 (ブン･パ

ンファイ)などと12,3を数えるO そのたび

に,親戚,縁者,知人,友人たちが村を訪れ,

寺には多くの人々があつまる｡

夜はいろいろな催し物にうち興じることに

なる｡かつてはモーラム (男女ふたりかある

いは数人が竹笛の伴奏でかけあ って歌い踊

る,東北タイの伝統的芸能)が好まれたが,

今圧倒的に人気があるのは巡回野外映画会と

ドサまわりのモダン舞踏団の興業で,寺の境

内が使われたり,学校の校庭で行われたりす

る｡ こういう映画会などは夜あけまで続き,

ボリュームをいっぱいにした,巨大なスピー

カーの轟音が村を圧する｡

教 育

ドンデーン村の寺のなかに学校が創設され

たのは1924年であり, 独自の小学校は1941

年に現在地に建てられた｡現在は6年制であ

る｡ ドンデーンとドンノイの子供た ち合計

186人が通学している｡

10年はど前までは,たいていの子供は小学

課程のうち3-4年も就学すればいいほうで

あったが,最近は急速に変化しつつある｡お

おかたはそれでも小学校 6年を卒業させても

らうのがせいぜいであるが,少数ながら中学
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校 (クープラとコスムピサイにある)に通う

少年少女の数が増えつつある｡ 師範学校,看

護学校,秘書養成学校に通うものすら出てき

つつある｡とくに,ここ2,3年の変化が激

しい｡

情 報

1970年代,とくにその後半から,ドンデ-

ンのすべてが急速にかわりはじめたように見

受けられる｡もっとも大きい変化は情報量の

変化ではなかろうか｡村人が以前は情報から

まったく閉ざされていたという意味ではな

い｡男性は,--ナーディーのみならず,か

なり長期の出稼ぎの機会も多く外界の情報に

はかなり通じていたともいえるが,女性は,

通婚圏がごく限られていたこともあり,外界

に対するアンテナの感度は低かったとおもわ

ざるをえない｡それが,まずラジオが普及し,

電気が通じてからはテレビがまたたくまに入

ってきた｡1983年現在,村には33台のテレビ

があり,うち6台はカラーテレビである｡夜

昼となく,もっともポピュラーな娯楽はテレ

ビ番組である｡ 若者たちの服装などは都会と

そう逢わない｡テレビは情報とともに,新し

い生活様式をも一挙に村に運びこんだようで

ある｡道路整備に伴って男女ともコンケン,

タープラへの通勤就業の機会が増え,また野

菜などを市場-運び,売るという新しい経験

をした｡ 1983年にはクープラにも郵便局が

開設され,バンコクやその他の遠い都市へ出

ていった息子や娘たちとの通信も便利になっ

た｡中近東への長期出稼ぎはもはやそう突拍

子もない行動とは思われていない｡出稼ぎの

機会を探るアンテナはすでに外国へも向けら

れている｡子弟の教育熱の急速な高まりも,

こういう外界との接触により触発されたもの

に違いない｡


